
概

5瓢．，γ8窯．曳　瓢難（｝．＄3獣羅黙薫，呂薫／，慕鴛） 寒

申臨幽地に分布寧篠新第蕊系放射能強度

蒜城　潜之麟軸 串沢　次灘輔

麟簸雛篠、総鷺蓬羅難難蕊難麟軍難ぎ鹸．建毅蕪撃、簾繋嚢瞭鵬箋融s雛鷺黙繰難蒙轟欝ぎ難難鴫蘇灘

　　　　　　　　　量難窺盤憩£無蕪薩麟数購撫蟹麟聡簸嚢聡嚢簿藁総蕪講

　　　　　　　　　　　轡

Kiy藍漁（凝娘1韓夏 無ぎ鱗繍　轟 ㌦糞rぐ｝蕪慕1証鷺騰鷲L

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　墨銭無str暴£t

　　「翫Ml獣鵬蹴きξ1魚轍繍y獣1壕s暴el噸i購晒嶽さ疑峯ll謡“騨・叩（照黒漁繭繊《きw疑騨1鱒う

講r（き畿嚢　；

τ譜燃熱灘鷺撫鳩雛蚤眠僅i職t振）周《議翼｝肇Y翫罵1豆懇し瓢讐s無鴛禎毒灘罵欝瞭1諭£t繊℃

酸鍍鴛曲鐵鷺鍵照、餐Y（瀬繍評ゆ（）聾Nl隷響騰1ヲs｝融撮顯、奪1翠療鍾甑豪驚

丁講畳編襟轟撃蕪圭n編唱炉（⊃h〔｝撃鷺藤ξ｝・懇職遷琶響（〉tt蝋礁1）㍑f《警α鷺欝

A欝i鯉rα翻臨朕1瀞論眠i読蹴離ll瞬（漁｛烹灘黛芝磯xl津5w獣艮ξ総（、1睡眠撒細鍔ピ1黛

r叙1懐o＆α至vl霊1γ，「雛燈賞灘xl瓢雛鵜芝鷺ぐ／k撒c磁v慧y（

tl燈丁撚k滋矯ダ歌縫讐耽掬xl（＞顕）騒1～《）ぼ｝駅｝灘逐ゾ藍圭

｛｝沃）o至儒国｝謹x灘鑑60f　u訴）惑，無獣d靴y轟鷺鄭．》t

、’，を鷺鷺魚（癒u奪猟）瞬）　s鰍）w奪　（瓦（）瓢へ《1渓）フ（｝罫溝ゾ臨i覧

　　厩噸烈撮h葱○｝獄撫，搬試1「駄ぜ至鍵総轟s識瓶童s（鷲職鳶α雄蓋幅三鷺

撫）聡s紺曳（1纏佑ε銭m暴、鋼1貧／慕s灘撮翌裏》鍵噺

　　　　　　　　　　　　　　要　　欝

　本調査は当初島根県大原郡大疎町付近瓢分布す蔦新第

三系を対象としたが，当地域範関する資料の収集および

予察匙「・・た結果，放射能強度も弱く，新第三系の分布範囲

も挾い鉱，とガ曙）オ・“．）たの｝で賢譜罎難滋をP㎜ド籔己ジ）諺療罫野紅檬驚

運謎した　（鮮写工1瀬参賑護）、，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂノレなのツキヘニ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごr♪隔　　　岬〆〆

　　　』1　罫◇』事婆㌶晶声

　　　　1　海　　「顧藷〆　　、＞醸　　　ξ鵡、．

　　　　i　　　　ノ’　　　　　　　　／、ノ騰鞭漿
　　　1　　、／ノ
　　　1　〆

　　　　／熟

ノ〆＼鵡欝〆

　　　　　　　　　罐

　　　　戟　　　　／＼、踊〆ゲ
　　　ノ　歴［財1鍵

　ノ　　　　　○　　　礁　’　を、拳

　”

麹

講

　、〆

鳳
バP婦唱

絆

ン

　1，国

第暮瀬

　　　㌧／．　肇

　三逸　 爵〆番　　　　　　　＼　　…難

7
　　瓶瓢〆　　　　　　　　　　　！　う戦

　　　　　　　　　　　　　鷺
　　　　　　　　　　　　　サ　　　　　　　　　　　　　忘

　三黒、　　　13．　藝謎嚢．

，講　毒…　賛麺　1甑　叢鑑　1灘

調査地

　縫）高原凝国繊（、縣1艮！堪蝕艦塞麹韓溝牽恵町）

皇慰饗蔑銭．1養炎薄㌢

　　（慧1三井野原地域（、鵜根県仁多郡横騨鷺．P

　　（3）多難地域（鳥取県i三1野郡蹟鯛隔の

　以、．i二の簿づ類！或ン、鎗耳・母擁i、．も中1霧h。瞬趨内続づラン擁ぎ｝！l蘇葺1誘趨／蕾

で1，郷熟．、　とく1二（蓋、）（ゐ遵薄讐難畿麟鞍煎灘・一γ葺ソ難蕪難亙）碧二、製凝・

～：，かなり高い放射能異常（薫，鱗参～竃，熱磐£轡）を翠

しでい鷺ご　　　　　　審れ饗㌔ぜ・るが，そ鄭｝．蹄菱群…細な離蕪驚が

華舞旗濠霧！．、笥二い勲レ・こ．とン継ら象　舞驚三畿¢）対亀霧業とL．“ぐ懸父り．i憐ず

1た9

　　　　　　　　　31地麺襲紅垂〉擁ぎ｝すξま｝蝿三／鱒はい恥ずれ・もrl：峯羅i濠也

一弩疑〉“、樋覇鶴葺に．試くぎ翻騰L、，「1てい孫、、｝い激）ゆ恐1蒲蝿霞1講琴洋露）纏）

豪た1、！曝券i灘／韓葦洋欝に／、鴨司す纂碧舞癖三三蒋惹）ぐξ添恐燕と漆曝1「〉ンう嬉．＞

た、、放鰯能強度1，㌻、　　　　’睾㌔、よ最騰織．○瓢～屡．○驚鵜r撫，

三》擁縫野1票1地1域慶、1、．1；び・多嚢難也鯨驚『（∋　　　．〆ぞ津し鳶養懐10、（擁6一・

（｝．05離撫漢ブ擁髪薦乗し，餐　そ鐙中のあゐ挙試薩婚中に1寒甕｝．（》○工　戸

（）。〔｝（嬬，％4．》夏』L，（1みを、1爽1娯した豫ζ甕　ごく一一蒲三1分で鮮　い甲デ

1舞．，も玉童斜曇轍三捻　　　　　・な葦＞・｝た、，

壌．緒　　露

調査は春城濤之／lお輯纏 更次1獅うll揖当し，昭和3艇1鑑嚢

／輩中旬から鐙擁．1二郷まで器購濁実施した、

　放尉能強度汐．き測窺続はガイヅゴー鍬数器嚢1）£賊》鍵1蕪およ

鐸欝一一（5襲　〉



　　　　　　　　　　　　　　　　二甑1鷺、乞1、IT溢弩／i一穿、i一当輩

び原耀し蝦、1．轡公誌禽書羅樹講1）塗欝稽したシ胤ノ㍑銑レ……シ謄

ソ、ヨ繕癖籍ぐiポ鈴響誕を参季！llしゾ。二．

　　　　　　　　鎌．　蕎￥羅糞趨糞載

　黛．璽　｛意鐙お煮び㌻葺懸

　調ii地綜寧蔭、冒，箋嬉蕊、黍醤鑓磁麟y高I」“i）を甲心とすξタ

地域で季、霧、発幾県の1、　』1熟嘆広、嬬婆、導　憐1い甲顕，廓麓中

，編奏齢1烹多、、

　鑓i短盈ハ球裟宍肥二鰻、拶瓢麟箋罎舞、頬緯．、，こしご下、1奏川本達、

リバスを利ナl　l割遊のが鹸も便溶！』

　鷺．慧瀧簿
　喜ゾ／講縮也，、恥醤懸山窺趣iの／i、盆li鷺　“　1編囲慧／響1膓摂鐙勲内

　　　　　　　　　、拶鑓　論，乱、1び廟・　　　　　ilめ1襟高

！霧馨3∋懸　塚ぎ遷．『畢）

齢1錘皇鋸、1の抵葵糞薮運か罫“摩しヅぐい懲、地域内雛蔦本

海’｝注入する韓灘ド　ー艶流ll繕露川の流域1こ属しう、盆地内

　　！）、楓誘れた水至翻或窮編鍛1、1を流勲そ｝出羽鎖麺1労菰入し

　嚢．3雛質．
　　翁菊三　貼　昌　　　　　　マε醐だiトイ英・隊鋳熱よび

寳難1羅麟か轍な雲1）p甕た1中蓼／　凝胃月k峯義難こ小規模輯

　　懸！。、窪．いる（糞癖2図漁照），、

　黛，、嚢鵡璽　　　・　菱誕

　．＼．1雰　　ξ　ミ1複）古盈、！露，蕊撤三1走され、葵弄黙色粘板・岩／馨は

欝藩註、朝三購藁）イす近疏）小／戴1或　馨出乏畷い≧る吊

　眉英誹メ乱樗、1ヤ、大略1還鶴鷺系〔鷹嚢llか歩南鋼瓢かll［て の墓

、，モ尾晶ノ。L霧め’猛ミィ、る’

無▽△、△渉潔、△△＿｝

　　　鯉
▽　　 ノ

予
＼

　　ナ躯唱

磁

、ノ／

〆

　　　　、＼

　　　　　　　　　ノ蕩△　　／｛

・　》霧勿1，△▽
　　　　を軒停萱磁乳　1　，＼黛
＼拷、、今、豫鞭÷汽△、iノ

　　　　　劣，讃貸励☆△驚さ∴ン／一

　　　　　1、☆三1ぎ、，曇1夏擁窪rl、1☆∵，☆

，㌶lll☆：☆r竺

　　　　　羅釜落曇窯，◇

　　　　　　　　　　　　　　　　茎　　駅　＼
　　　　　　　　　　　　　　　　＼ヂし．碧昏
　　　　　　　　　　　随．＼ζ○≧，濠／

　　　　　　二嚢憾1誉　燕　強
ぎ　　☆鱗ピ㌘落．・，、蟻誉

　≦γ　　　　　　。！／嚇垂摩ザ野

　　　　な∵▽憶罫，lf▽

　　　　　　蕪・、　　　嶺ll

ま
へi

賢

＿TT｝1

＿

　起
ll

　l　、
　ヒ　ヤ
　い

h
ジ

　3　　1　十　｛
　il灘憲

　　1＿垂、噌＿庶l

　　i　　fマ7置一
　　コ　　ポ
　　し　　ヨ　　ソ　　　　　／娠」＿心憾

鎌曙珊1凧摺

　　二謀、＿こ乙．予＿繋窒

．一認

糞葉　　離

擁
、

1皇ね1慧壷ね」、艶／、 　　　　　　　｝串引i鉱冒、

図　　灘　　　ζ羅蓉　，謬妻議撫蕪翼、ヂ1

　　　　　蓼

辱　　“翫i

i） 怨1驚、ノ罪謬とを携鳶　剛醗暮，　顎、響した瀞

叙／一（叙馨）



中国山地に分布する新第三系放射能強度　（春城清之助・中沢次郎）

　花嵩岩は中粒の黒雲母花嵩岩またけ閃雲花崩岩に属

し，主として新第三系の北側，東側および南側の基盤を

つくっている。

　これらの両岩は岩質から後述する主井野原・多里の両

地域に見られる白璽紀後期の噴出とされている酸性火成

岩に相当するものと思われる。なお両岩の関係は石英斑

岩中に花歯岩が貫入したものとさ．れている2）。

　2．3．2　新第三系

　本層はこれらの基盤岩を不整合に覆って，南北最大約

4km，東西平均1kmの区域に分布している．

　本層は中国地方山陽側の諸所に分布する備北層群とし

て知られている海成層で，その地質時代は中新世とされ

ている。

　本層は主として礫岩・・砂岩からなり，泥質岩を挾有す

る地層で，全層厚はおよそ80mと推測した。

　一般の走向・傾斜は分布の中心部ではほとんど水平で

あるが，周縁部では中心部に向かう走向・傾斜をもつよ

うで，傾斜は一般に10。内外を示している。ただし荻原

北西方では走向NE－SW，NW落ちの落差10㎡程度

の小断層が推定され・この断層のため，地層はその付近

では若干擾乱をうけて30。内外の傾斜を示す所も見られ

る。

　礫岩は本層の下半部に発達著しく，基底部にはつねに

層厚10m内外の基底礫岩が発達している．礫岩の礫は

亜角礫～円礫の花歯岩・石英斑岩を主体とする基盤岩類

からなっでいる。基底礫岩の礫は一般に大きく，拳大と

き1ヒ庫径2m以上の礫も認められるが上位の礫岩の礫ほ

ど細粒になっている。　　　　　　　　　　　　、

　砂岩は通常細粒～粗粒の青灰色ないし灰色砂岩で，ま

れに凝荻質灰白色砂岩も見られている。また基底礫岩直

上に暗荻色含礫粗粒砂岩（層厚約6m）があって，その

砂岩中にOs診紹σsp，，C醐漉％粥sp・などの貝化石が数多

く産す畜。この砂岩は薄い炭質物をレソズ状に挾有する

など，きわめて特徴を有する砂岩である。また所によっ

ては（荻原北西方）貝化石のほかに大型のSand　pipe

が見られる。

　泥質岩は青灰色ないし暗荻色リシルト岩ないし泥岩で，

おもに本層の上半部に発達している。

　砂岩・泥質岩中から数多くの有孔虫を産し，広島大学

の多井義郎はそれらの有孔虫を研究し，本層を備北層群

　　　　卿多十　〇‘720　－　0025

×616726’，一〃030

葵003／－0035

0　0036－　004〃

◎　グ04ノ　ー　0045

◎　‘2046’一　〇〇50

総，▽＼・一一一

　　　　　てニン分折試料採集位宣

第3図　　島根県邑智郡瑞穂町高原地域放射能強度分布図
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地質調査所月報（第13巻第1号）
と判定されている註2）1

本層中から産出した貝化石などが，現地の高原中学校

で保管ざれているが，産地あるいは標本の不明なものを

除いて，わかったもののみを掲げると下記のとおりで

ある註3、。

Pelecypoda

　／4照面錫4癬o肋40ε％s2s（MAK）

　ノ1κσ44劣αsp．

　p‘zガnOρθ6渉εnんαεσ卿げα7z％s（YOK）

　丑％o卿♂α距s6h為θJ　DANTZENBE奪G　et　FI一『

　SCHER
　Osオ紹α9鋼α∂露θs如YOK．

　Cηzssα加ll露召s　sp，

　Cα劣4」％％2sp・

　Pπ47sp。（NovP）

　2．4　放射能強度

　地域内における放射能強度分布は第3図忙示したよう
’
に
0
． 02～0．07mr／hの強度を示し，岩石別でみると次

の乏おりである。

地　層　名

　Posσn彪ブσρo擁6αno粥％辮ゼOTU：KA

　Pos鰯αsp．
Gastropo（ia

　βα媚α吻鰯卿αづMAK・
　ハ4iegαs％劉6％」σ？　spず

そのほか

　Balanus　sp。？

　Coral　sp。　　　　　　　　　　　　　　、

　Plant　leaves

新第三系
〃

〃

古　　生　　層

岩 石－

泥質岩・細牲砂岩

　粗粒砂岩

　礫　　岩

　花嵩岩

　石英斑岩

　粘板岩

放射能強度
　（mr／h、

0．024～0．03－

0．042～oio7・

0．025～0．07

0．035～0，07

0．031～0．035

0．020～0．025

　すなわち堆積岩中の放射能強度は花闘岩のそれと同じ

か，またはそれ以†である。0．05～0．07；nr／hを示し

た試料10を分析した結果7個は反応なく，3個のみU3

08＝0．001％　（痕跡）を示したが，鉱物は不明である。

　　　　　　3．三i井野原地域

3．て位置および交通

調査地は島根県仁多郡横由町三丼野原にあって，島根

県の東縁・鳥取・広島両県境年接している。

　　o　　　　　　rOOO　　　　　　2000取

地質断．面図
4
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第4図　，島根県仁多郡横田町三井野原地域地質図

註2）　多井義郎談話による。

註3）　広島大学今村外治鑑定による。
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